
 
 

平
素
よ
り
ご
利
用
者
様
及
び
ご
家
族
の
皆
様
、

地
域
の
皆
様
、
各
市
町
村
職
員
の
皆
様
に
は
、
当

施
設
の
運
営
に
対
し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

加
藤
勝
二
前
明
光
園
園
長
の
後
任
と
し
て
、 

四
月
一
日
付
で
就
任
し
早
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

前
園
長
は
、
法
人
事
務
局
長
を
兼
務
し
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
第
二
明
光
園
園
長
を
経
て
、
養
護

盲
老
人
ホ
ー
ム
明
光
園
園
長
と
し
て
、
平
成
二
十

六
年
か
ら
通
算
九
年
間
に
わ
た
り
、
施
設
運
営
に

力
を
尽
く
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

前
園
長
は
、
常
に
ご
利
用
者
様
に
寄
り
添
い
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
欠
か
さ
ず
、
ご
家
庭
の

延
長
の
よ
う
な
生
活
を
送
れ
る
支
援
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
事
務
局
長
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な

規
則
等
を
策
定
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
重
視

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
も
、
ご
利
用
者
様
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
行
い
、
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

三
月
ま
で
私
は
、
群
馬
県
庁
で
、
福
祉
や
医
療
、

県
土
整
備
等
の
様
々
な
分
野
で
働
い
て
き
ま
し

た
。
特
に
、
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
で
通
算
十
年
間

勤
務
し
、
人
事
管
理
や
労
務
管
理
、
医
療
安
全
・

感
染
対
策
等
の
幅
広
い
仕
事
を
し
た
事
が
大
き
な

経
験
と
な
り
ま
し
た
。 

県
庁
職
員
の
時
、
東
日
本
大
震
災
が
起
き
て
、

福
島
市
に
災
害
派
遣
さ
れ
、
震
度
五
の
余
震
が
続

く
中
で
、
避
難
所
の
応
援
業
務
に
従
事
し
、
被
災

者
の
方
と
交
流
を
図
り
、
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ

い
た
事
が
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。 

 
 

 
 

 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
環
境
上
の
理
由
や
経
済

的
理
由
に
よ
り
、
居
宅
で
の
生
活
困
難
な
高
齢
者

を
受
け
入
れ
る
施
設
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

九
十
年
代
後
半
に
、「
措
置
か
ら
契
約
へ
」
転
換

さ
れ
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
サ
ー

ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅
な
ど
高
齢
者
支
援
に
つ
い

て
の
選
択
肢
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
様
々
な
問
題

を
抱
え
た
高
齢
者
に
と
っ
て
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム

が
「
最
後
の
砦
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
か
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。 

し
か
し
な
が
ら
、
県
内
で
も
、
養
護
老
人
ホ
ー

ム
へ
の
入
所
措
置
が
減
少
し
、
各
施
設
の
経
営
は

年
々
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

今
後
本
格
的
な
高
齢
社
会
を
迎
え
、
自
宅
等
で

生
活
す
る
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
も
急
速
に
増
加

し
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
、

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。 

そ
う
し
た
社
会
的
役
割
を
再
認
識
し
な
が
ら
、

ご
利
用
者
様
が
、
安
全
か
つ
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
職
員
一
同
力
を
合
わ
せ
て
い
き
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 
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（1） 令和５年 10月 15日         明 光 園 だ よ り                 第 61号 

明光園だより

社会福祉法人  視覚障害者福祉会 

養 護 盲 老 人 ホ ー ム 明 光 園 

特別養護老人ホーム  第二明光園 

居 宅 介 護 支 援 事 業 所 明 光 園 

第 61号

 

 

養
護
盲
老
人
ホ
ー
ム 

明
光
園 

事
務
局
長
（
兼
）
園
長 

 

中
嶋 

俊
郎 

 



                              

                               

                               

（2） 令和５年 10月 15日         明 光 園 だ よ り                 第 61号 

端 

観 

桜 

会 

午 

句 

節句 

 

 

童
心
に
帰
っ
て
鯉
の
ぼ
り
と
『
ハ
イ
、
チ
ー
ズ
♪
』
と
て
も
素
敵

な
笑
顔
で
す
。
鯉
の
ぼ
り
も
良
い
顔
で
写
っ
て
い
ま
す
。 
 

五
月
五
日
の
午
後
に
鯉
を
か
た
ど
っ
た
和
菓
子
で
お
茶
会
を
し

て
楽
し
み
ま
し
た
。 

  

の 
ぐ
り
ー
ん
ふ
ら
わ
ー
牧
場
・
大
胡
に
て
満
開
の 

桜
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
桜
吹
雪
を
頬
に
感 

じ
な
が
ら
、
晴
天
の
も
と
で
の
食
事
も
お
い
し
か
っ

た
で
す
。 

 

(満開の桜を全身で感じて♪) 

 

) 

(お花見お弁当は別格！) 

 

) 

(花菖蒲と一緒にパチリ★) 

 

) 



木
の
実
幼
稚
園
様
慰
問 

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
二
類
か
ら
五
類

へ
の
移
行
に
伴
い
、
よ
う
や
く
外
行
事
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
令
和
五
年
六
月
十
三
日
、
荻
窪
公
園

へ
紫
陽
花
を
見
学
に
行
き
、
そ
の
後
、
道
の
駅
ふ
じ
み

で
昼
食
と
買
い
物
を
し
て
き
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
外

出
で
よ
い
ス
ト
レ
ス
発
散
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

(皆様の願いが届きますように☆彡) 

 

) 

(雨上がり まあ！大きい紫陽花！) 

 

) 

 

) 

（可愛い手の肩もみにウットリ♪) 

 

) 

 

) 

                               

                               

       
 

 

                        

（3） 令和５年 10月 15日         明 光 園 だ よ り                 第 61号 

 

利
用
者
様
と
職
員
一
人
一
人
が
、
願
い
を
こ
め

て
し
た
た
め
た
短
冊
を
、
本
物
の
笹
に
飾
り
付
け

し
ま
し
た
☆ 

 

当
日
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
し
た
が
、
利
用

者
様
の
笑
顔
が
輝
い
て
い
ま
す
☆ 

お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト 

 
令
和
五
年
六
月
五
日
、
木
の
実
幼
稚
園
の
園

児
達
が
慰
問
に
来
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
が
流
行
し
て
以
降
、
久
し
ぶ
り
の
可
愛

い
お
客
様
の
訪
問
に
利
用
者
様
は
涙
を
流
し

な
が
ら
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 



(前橋市西大室町八木節会様による余興) 

 

) 

( 準備からお手伝い♪) 

 

) 

 

) 

                               

                               

                               

 

ユ
ニ
ッ
ト
活
動
と
し
て
、
パ
ン
ケ
ー
キ
を
焼
き
ま
し
た
。
ホ

イ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
や
あ
ん
こ
で
、
さ
ら
に
美
味
し
そ
う
に
な
っ

た
パ
ン
ケ
ー
キ
。
皆
様
笑
顔
で
召
し
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

次
は
何
を
作
る
の
か
楽
し
み
で
す
ね
♪ 

（4）令和５年 10月 15日         明 光 園 だ よ り                  第 61号 

ユ
ニ
ッ
ト
活
動 

夏 

祭 

り 

 
令
和
五
年
八
月
二
十
九
日
、
明
光
園
夏
祭
り
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
年
の
目
玉
は
、
上
州
和
牛
の
炭
火
焼
肉
で
す
。
と
て
も

柔
ら
か
い
お
肉
で
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
美
味
し
い
」「
お
か
わ

り
く
だ
さ
い
」
等
の
声
が
聞
か
れ
、
大
変
喜
ば
れ
て
お
り
ま
し
た
。 

 

食
事
の
後
は
、
前
橋
市
西
大
室
町
八
木
節
会
の
皆
様
に
、
八
木
節
を

披
露
し
て
い
た
だ
き
、
利
用
者
の
皆
様
は
お
囃
子
の
リ
ズ
ム
に
乗
り
な

が
ら
楽
し
ま
れ
、「
祭
り
は
や
っ
ぱ
り
八
木
節
だ
よ
ね
」「
毎
月
で
も
聞

き
た
い
ね
」
等
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
来
年
も
お
楽
し
み
に
♪ 

 

焼
き
た
て 

パ
ン
ケ
ー
キ
♪ 

 

美
味
し
い
も
の

が
多
す
ぎ
て 

食
べ
過
ぎ
ち
ゃ

う
な
♪ 

 



(桃ノ木楽団様による余興) 

 

) 

(鮨 万両様) 

 

) 

(利用者様代表の開会挨拶) 

 

) 

.   

                              

                               

                                

敬 

老 

会 

昼
食
は
、
鮨 

万
両
さ
ん
に
来
て
頂
き
、
握
り
寿
司

の
実
演
を
行
い
、
敬
老
の
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。 

午
後
の
余
興
の
時
間
に
は
、
桃
ノ
木
楽
団
様
を
お
招

き
し
て
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
演
奏
を
披
露
し
て
頂
き

ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
あ
っ
と
い
う

間
の
一
日
で
し
た
ね
。 

万
両
さ
ん
、
桃
ノ
木
楽
団
さ
ん
、
楽
し
い
ひ
と
時
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（5） 令和５年 10月 15日         明 光 園 だ よ り                 第 61号 

カ
ラ
オ
ケ
発
表
会 

♪ 

令
和
五
年
九
月
二
十
四
日
、
座
席
数
三
百

席
の
ホ
ー
ル
で
熱
唱
し
て
き
ま
し
た
。 

観
客
か
ら
は
「
頑
張
っ
て
！
」「
い
い
声
だ

よ
！
」
と
声
援
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

握
り
た
て
の

寿
司
幸
せ
だ

な
あ
！ 

 



 

 

カ
ラ
オ
ケ
が
お
好

き
な
大
沼
様
。 

『
せ
ん
せ
い
』
や
、 

『
ヤ
ン
グ
マ
ン
』
等
で

美
声
を
披
露
し
て
く

だ
さ
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                         

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                          

                 
 
 
 
 

 

 
 

 

             

第
二
明
光
園 

  

 
 

（6） 令和５年 10月 15日         明 光 園 だ よ り                第 61号 

 

 

 

大
島 

光
子 

様 
 

利 

用 

者 

様 

紹 

介 
 

 
 

 

職 

員 

表 

彰 
  

＊
全
国
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
長(

表
彰)

勤
続
十
五
年 

・
介
護
職
員 

 

吉
澤 

伴
枝 

・
介
護
職
員 

 

古
谷 

三
千
恵 

＊
群
馬
県
老
人
福
祉
施
設
協
議
会(

感
謝
状)

勤
続
七
年 

・
管
理
栄
養
士 

吉
井 

美
加 

 
 

 
 

 

・
調
理
職
員 

 

瀬
戸 

史
枝 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

解
体
職
人
と
し
て

地
域
に
貢
献
し
て
き

た
岩
上
様
。 

 

ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
し
た

大
き
な
手
か
ら
は
、

真
摯
に
向
き
合
っ
て

き
た
生
き
ざ
ま
が
表

れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

金谷 恵莉加 
（介護職員） 

 

明 
光 

園 

 
 

   
 

 

新 

入 

職 

員 

紹 

介 
 

非
常
勤
職
員
紹
介 

 

岩
上 

建
一 

様 

 

笑
顔
が
と
て
も
素

敵
な
大
島
様
。 

お
話
が
大
好
き
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

い
つ
も
冗
談
を
言
っ

て
笑
わ
せ
て
く
だ
さ

い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

青木 直美 
（看護職員） 

利用者様が安
心して過ごせ
るよう頑張り
たいと思いま
す。 

利用者様に信
頼されるよう
な職員を目指
し、精一杯頑
張ります。 

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

  

佐
藤 

み
よ
子 

様 

 

に
こ
っ
と
笑
っ
て

「
そ
う
だ
い
ね
。
」 

笑
顔
の
か
わ
い
い

佐
藤
様
に
、
い
つ
も

癒
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
リ
ハ
ビ 

リ
頑
張
っ
て
下
さ
い 

ね
。 

   
 

 
 

大
沼 

勝
次 

様 
 

第
二
明
光
園 

明 

光 

園 

・
調
理
職
員 

 
 

 
 

小
堀 

尚
美 

       



前
回
の
苦
情
解
決
第
三
者
委
員
会
開

催
以
降
、
現
在
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
苦

情
相
談
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

引
き
続
き
、
利
用
者
様
及
び
ご
家
族

の
皆
様
が
日
頃
思
っ
て
い
る
こ
と
や
要

望
等
が
苦
情
受
付
箱
に
投
函
さ
れ
る
よ

う
制
度
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
多
様
な
意
見

等
の
収
集
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

令和 5 年 9 月 28 日に（株）あい総合保
険の清水様を講師にお招きし、『法的責任と
事故対応』というテーマで講義をしていた
だきました。実際に起きた事故事例の説明
や、演習により、日頃の業務でどのような対
応をしたら良いのか、どのようなところに
注意が必要かの理解ができました。事故を
完全に防ぐことは難しいですが、事故後の
対応を適切にすることが大切だと学びまし
た。 

令和 5 年 6 月 20 日に前橋市保健所職員 2
名を講師にお招きし、『感染症対策について』
というテーマで講義をしていただきました。 
新型コロナウイルスが 2類から 5類に移行

されましたが、まだまだ油断できない状況で
あり、インフルエンザウイルスやノロウイル
スにも注意が必要です。 
今回の研修を活かし感染拡大防止に努め

ていきたいと思います。 

株式会社松島商店様、群
馬銀行様（同席）より、
SDGｓの一環として寄付
金をいただきました。 
施設の運営に役立たせて
いただきます。ありがと
うございました。 

富士機械株式会社様・富士
機械労働組合様より、マス
ク５３００枚をいただき
ました。利用者様と職員で
ありがたく使わせていた
だいております。ありがと
うございました。 

                               

                 
 

              

                               

（7） 令和５年 10月 15日         明 光 園 だ よ り                 第 61号 

寄
付
（
寄
贈
）
者
芳
名 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

松
島
商
店
・
富
士
機
械
（
株
）
・
富
士
機
械

労
働
組
合
・
樋
越
地
区
自
治
会
・
桐
生
視
覚

障
害
者
協
会
・
あ
か
つ
き
の
村
・
坂
部
商
店
・

お
宿 

か
つ
ほ
・
前
橋
市
社
会
福
祉
協
議
会 

 (

令
和
五
年
四
月
一
日
～
令
和
五
年
九
月
三
十
日)  

皆
様
の
御
厚
志
に
心
か
ら 

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

感 

染 

予 

防 

研 

修 

事 

故 

防 

止 

研 

修 

苦 

情 

関 

係 

褥 

瘡 

防 

止 

研 

修 

(株式会社松島商店 様) 

 

) 

(富士機械株式会社 様) 

 

) 



   

   

     

               

      

                  

 

               

                 

              

右の QR コードより、明光園の 

ホームページにリンクいたします。 

（8） 令和５年 10月 15日         明 光 園 だ よ り                 第 61号 

資金収支計算書(自)令和 4 年 4月 1 日(至)令和 5 年 3月 31 日 

          勘  定  科  目 合計(千円) 

 

 

 

事

業 

活

動

に

よ

る

収

支 

 

 

収   

 

 

入 

介護保険事業収入 358,262 

老人福祉事業収入 125,562 

補助金事業収入 0 

借入金利息補助金収入 400 

経常経費寄付金収入 3,900 

受取利息配当金収入 6 

その他の収入 1,077 

事業活動収入計(1) 489,207 

 

 

支 

 

出 

人件費支出 339,938 

事業費支出 93,883 

事務費支出 15,931 

利用者負担軽減額 0 

支払利息支出 835 

事業活動支出計(2) 450,587 

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 38,620 

施設整備等による支出 

 固定資産売却収入 20 

収  入 施設整備等収入計(4) 20 

 

 

 支  出 

設備資金借入金元金償還支出 10,510 

固定資産取得支出 69,708 

固定資産除却･廃棄支出 451 

施設整備等支出計(5) 80,669 

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) △80,649 

その他の活動による収支 

収  入 (積立資産取崩収入)その他の活動収支計(7) 64,214 

  

支  出 

積立資産支出、その他 415 

その他の活動支出計(8) 415 

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)) 63,799 

当期資金収支差額合計(10)=(3)+(6)+(9) 21,770 

前期末支払資金残高(11) 134,093 

当期末支払資金残高(10)+(11) 155,863 

 

明光園だよりでは、紙面の都合上 
法人全体の財務諸表のみを掲載しており 
ますが、事業区分毎の内訳、財産目録､財
務諸表の注記等は、当法人のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに掲
載しておりますのでご覧ください。また、
WAMNET の社会福祉法人財務諸表等電
子開示ｼｽﾃﾑでもご覧になれます。 
＊WAMNET ホームページ URL 

 http://www.wam.go.jp/wamnet/zaihyoukaiji/pub/ 

＊明光園ホームページ URL 

http://www.meikouen.sakura.ne.jp 

 
 

貸借対照表  令和 5 年 3 月 31 日現在(単位：千円) 

資産の部 負債の部 

流動資産 169,203 流動負債 23,682 

 現金預金 108,787  事業未払金 4,293 

 事業未収金 53,947 １年以内返済予定設備資金借入金 10,510 

 未収金 5,699 未払費用 7,518 

 貯蔵品 583 預かり金・職員預り金 1,307 

一年基準振替前払費用 168 前受金 15 

 仮払金 19  仮受金 39 

固定資産 970,404 固定負債 47,900 

 基本財産 622,340  設備資金借入金  42,050 

  土地 92,370  退職給付引当金 5,850 

  建物 529,970 負債の部合計   71,582 

その他の固定資産 348,064 純資産の部 

 土地・建物・構築物 38,415 基本金 65,760 

 車両運搬具 1,398  第１号基本金 65,760 

 器具及び備品 44,883 国庫補助金等特別

積立金 

178,064 

 建設仮勘定 0 

 ソフトウェア 1,360 その他の積立金 256,000 

投資有価証券 10  人件費積立金 42,000 

 退職給付引当資産 5,850 施設･設備等積立金 214,000 

 人件費積立資産 40,000 次期繰越活動増減差額 568,201 

 施設･設備等積立資産 214,000 (うち当期活動増減差額) △1,375 

 措置施設繰越特定預金 2,000 純資産の部合計 1,068,025 

長期前払費用 148 負債及び純資産の

部の合計 

1,139,607 

資産の部合計 1,139,607 

 

 

 

 

事業活動計算書 
(自)令和 4 年 4月 1 日(至)令和 5年 3 月 31 日 

   勘  定  科  目 合計(千円) 

 
 

 

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部 

サ
ー
ビ
ス
サ
｜
ビ
ス 

活
動
増
減
の
部 

収 

益 

介護保険事業収益 341,707 

老人福祉事業収益 127,804 

補助金事業収益 30 

経常経費寄付金収益 508 

サービス活動収益計(1) 470,049 

 

費 
 
 
 

用 

  

人件費 338,571 

事業費 80,457 

事務費 27,655 

利用者負担軽減額 0 

減価償却費 39,690 

国庫補助金等特別積立金取崩額 △10,552 

サービス活動費用計(2) 475,821 

サービス活動増減差額(3)=(1)-(2) △5,772 

サービス活動外増減の部 

 

収  益 

借入金利息補助金収益 400 

受取利息配当金収益 11 

その他のサービス活動外収益 1,236 

サービス活動外収益計(4) 1,647 

費  用 支払利息 976 

サービス活動外費用計(5) 976 

サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5) 671 

経常増減差額(7)=(3)+(6) △5,101 

特別増減の部 

 

収  益 

施設整備等補助金収益 909 

特別収益計(8) 909 

 

 費  用 

固定資産売却損･処分損 1,243 

特別費用計(9) 1,243 

特別増減差額(10)=(8)-(9) △334 

当期活動増減差額(11)=(7)+(10) △5,435 

繰越活動増減差額の部 

前期繰越活動増減差額(12) 476,011 

当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12) 470,575 

基本金取崩額(14) 0 

その他の積立金取崩額(15) 64,800 

その他の積立金積立額(16) 30,000 

次期繰越活動増減差額(17)=(13)+(14)+(15)-(16) 505,375 

 

 

(法人全体

 


